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▲�令和６年鹿屋市二十歳のつどい
実行委員会のメンバー 14人は
昨年8月から月1回の実行委員会
を開催。プログラム内容や記念
品等について準備を重ねました。
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十歳の門出
希望に満ちた未来に向かって
　１月４日、串良平和アリーナで「令和６年鹿屋市二十歳のつどい」が開催され、
令和５年度に二十歳を迎える778人が参加しました。式典では、鹿屋農業高校
和太鼓部による演奏や実行委員会による記念制作映像「二十年のキセキ」が放映
されたほか、来賓による祝辞が述べられました。原
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実行委員長は「この当
たり前のような幸せも、無類の愛情を持って育ててくれた家族、苦楽を共にし
た友人、見守り続けてくれた先生と地域の方々のおかげ。二十歳という大きな
節目を迎えて、あらためて感謝したい」と挨拶しました。
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